自動オフタイマー付き懐中電灯：夜間のバッテリー節約に効く理由
懐中電灯を一晩じゅう点けっぱなしにした経験はありませんか。自動オフタイマーがあればバッテリー切れを防げます。その理由を解説します。
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問題：懐中電灯を点けたまま眠ってしまう

誰にでも起こることです。枕元で何かを探すとき、ベッドで本を読むとき、暗い廊下を歩くときにスマートフォンのライトを使い、そのまま点けっぱなしで眠ってしまう。朝になるとバッテリーは大きく減っていて、完全に切れていることもあります。背面のLEDフラッシュはかなりの電力を消費し、古い端末ではその影響がいっそう大きくなります。


標準の懐中電灯にタイマーがない理由

AppleとGoogleは、標準の懐中電灯を単純なオンオフのスイッチとして設計しました。iOSのコントロールセンターにも、Androidのクイック設定にもタイマーの項目はありません。一度点けたら、自分で消すまで——あるいはバッテリーが切れるまで——点灯し続けます。


自動オフタイマーの仕組み

タイマーを備えた専用の懐中電灯アプリなら、点灯時間を1分、5分、15分、30分、または任意の長さで指定できます。設定した時間が過ぎると、ライトは自動的に消灯します。シンプルで確実、そしてバッテリーにやさしい仕組みです。


タイマーが特に役立つ場面


	就寝前の読書 — 15分に設定すれば、そのまま安心して眠れます。

	夜間の移動 — トイレへの往復には2分に設定。

	停電時 — 点灯時間を区切ってバッテリーを温存できます。

	キャンプ — 画面ライトを30分タイマーでテント用ランプとして使えます。

	子ども部屋 — ひとりでに消える一時的な常夜灯になります。




OneTap - Flashlight & SOS：タイマーを標準搭載

OneTap - Flashlight & SOSは、LEDライトと画面ライトの両方に対応した柔軟な自動オフタイマーを搭載しています。好みの時間を設定すれば、あとはアプリが処理します。


	調整できるタイマー — 点灯時間を自由に選べます。

	LEDと画面ライトに対応 — タイマーはすべてのモードで機能します。

	バッテリーに配慮した設計 — 軽量で効率的、バックグラウンドでの消費もありません。

	広告なし、追跡なし、オフライン対応 — 純粋な実用ツールです。



iPhone版OneTapまたはAndroid版OneTapをダウンロードしてください。
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